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平成１９年１月１日（月曜日）　　　（　）２第１１２９号

　
平
成
４
年
、
昭
和
６３
年
か
ら
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
た
常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。�

　
太
古
の
昔
か
ら
、
こ
こ
流
山
の
地
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

が
、
営
々
と
生
活
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し

た
。
市
制
施
行
４０
周
年
を
迎
え
た
今
日
ま

で
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
で
、

現
在
の
流
山
市
が
築
か
れ
た
の
で
す
。
４０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
き
ょ
う
１
月
１
日
、

４０
年
間
の
出
来
事
の
ご
く
一
部
を
ご
紹
介

し
な
が
ら
駆
け
足
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
そ
の
時
代
の
人
々
の
心

意
気
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
５０

周
年
、
1
0
0
周
年
に
向
け
て
、
新
た
な

歴
史
が
い
ま
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
１８
年
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
対
象
が
従
来
の
「
３
歳

未
満
」
か
ら
「
就
学
前
児
」
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。�

た

　平成８年、東深井に森の図書館がオープンしました。平成１６
年から夜間や祝日も開館し、１８年度からインターネットで検索
や予約ができるようになりました。�

　平成１７年、市民待望の「つくばエクスプレス」が開業。流山お
おたかの森駅と南流山駅には快速も停車し、それぞれの乗降客は沿
線で３位と４位。駅コンサートなども人気です。�

　平成１８年、利根運河が�土木学会で選奨土木遺産に認定されま
した。平成１６～１７年度には観光立県千葉モデル推進事業の指定を
受けました。�

、
続

使
サ
し
。�

祝・４０周年�祝・４０周年�

き
ょ
う
め
で
た
く
４０
周
年
�

市
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
れ
る
街
へ

平
成
１９
年（
０７
）健
康
都
市
宣
言�

平
成
１８
年（
０６
）�

平
成
１７
年（
０５
）Ｔ
Ｘ
開
業�

平
成
１６
年（
０４
）�

平
成
１５
年（
０３
）�

平
成
１４
年（
０２
）�

平
成
１３
年（
０１
）�

平
成
１２
年（
００
）�

平
成
１１
年（
９９
）人
口
１５
万
人�

平
成
１０
年（
９８
）�

平
成
９
年（
９７
）�

平
成
８
年（
９６
）�

平
成
７
年（
９５
）�

平
成
６
年（
９４
）�

平
成
５
年（
９３
）�

平
成
４
年（
９２
）�

平
成
３
年（
９１
）�

平
成
２
年（
９０
）

の 　
あ ゆ

み �

の 　
あ ゆ

み �

昭和４２年昭和４３年昭和４４年昭和４５年昭和４６年昭和４７年昭和４８年昭和４９年昭和５０年昭和５１年昭和５２年昭和５３年昭和５４年昭和５５年昭和５６年昭和５７年昭和５８年昭和５９年昭和６０年昭和６１年昭和６２年　

市
制
施
行
、
県
下　

番
目
の
市
と
な
る

２０

東
部
中
学
校
が
開
校

流
山
市
民
音
頭
、
新
流
山
小
唄
が
誕
生

専
用
救
急
車
で
救
急
業
務
を
開
始

東
・
西
初
石
が
誕
生

校
外
指
導
車
み
ど
り
号
が
納
車

文
化
会
館
が
オ
ー
プ
ン

東
葛
飾
高
等
学
校
流
山
分
校
が
独
立
し
流
山
高
等
学
校
が
開
校

市
の
人
口
５
万
人
に

こ
う
の
す
台
、
富
士
見
台
が
誕
生

子
ど
も
会
が
発
足

赤
ち
ゃ
ん
に
誕
生
証
書
交
付
を
開
始

有
線
放
送
が
退
役

市
の
木
「
つ
げ
」、
市
の
花
「
つ
つ
じ
」
が
決
ま
る

八
木
南
地
区
が
自
治
省
の
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
に

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

北
部
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

武
蔵
野
線
開
通
で
南
流
山
駅
が
開
駅

平
和
台
１
〜
３
丁
目
誕
生

市
公
共
下
水
道
事
業
が
認
可

東
深
井
小
学
校
が
開
校

新
消
防
庁
舎
が
三
輪
野
山
に
完
成

総
武
流
山
電
鉄
の
赤
城
台
が
平
和
台
に
駅
名
変
更

鰭
ケ
崎
小
学
校
が
開
校

保
健
セ
ン
タ
ー（
現
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
場
所
）が
オ
ー
プ
ン

東
部
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

江
戸
川
灯
ろ
う
流
し
、
花
火
大
会　

数
年
ぶ
り
に
復
活

２０

市
民
総
合
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン

流
山
中
央
高
等
学
校
が
開
校

市
民
憲
章
を
制
定

東
深
井
中
学
校
が
開
校

福
島
県
相
馬
市
と
姉
妹
都
市
締
結

図
書
館
・
郷
土
資
料
館
（
現
・
博
物
館
）
が
オ
ー
プ
ン

第
１
回
市
民
ま
つ
り
を
開
催

第
１
回
防
災
訓
練
を
開
催

市
の
人
口
が　

万
人
突
破
、
県
下　

番
目
の　

万
都
市
に

１０

１０

１０

流
山
北
小
学
校
、
西
深
井
小
学
校
が
開
校

初
石
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

八
木
南
小
学
校
が
移
転
開
校

第
６
福
祉
会
館
（
現
・
向
小
金
福
祉
会
館
）
が
オ
ー
プ
ン

高
齢
者
趣
味
の
家
が
オ
ー
プ
ン

八
木
中
学
校
が
開
校

南
流
山
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

東
深
井
福
祉
会
館
、
南
福
祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン

市
民
の
歌
が
完
成

十
太
夫
、
名
都
借
、
南
流
山
福
祉
会
館
が
オ
ー
プ
ン

台
風　

号
で
床
上
１
１
６
戸
、
床
下
１
０
０
０
戸
の
浸
水
被
害

１８

実
行
委
員
会
に
よ
る
若
者
の
手
づ
く
り
成
人
式
が
ス
タ
ー
ト

南
流
山
小
・
中
学
校
が
開
校

流
山
南
高
等
学
校
が
開
校

常
磐
新
線
（
現
・
Ｔ
Ｘ
）
誘
致
署
名
運
動
開
始

総
合
運
動
公
園
野
球
場
に
ナ
イ
タ
ー
照
明
設
置

ふ
る
さ
と
産
品
育
成
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト

常
磐
自
動
車
道
開
通
、
ふ
た
か
け
公
園
が
オ
ー
プ
ン

常
磐
新
線
（
現
・
Ｔ
Ｘ
）
市
内
通
過
決
ま
る

商
工
会
館
が
オ
ー
プ
ン

流
山
警
察
署
が
開
署

流
山
工
業
団
地
協
同
組
合
が
設
立

常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
決
ま
る

　

平
和
都
市
宣
言

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

年
間
の
主
な
出
来
事

　

年
間
の
主
な
出
来
事

４０４０
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第１１２９号（　）　　　平成１９年１月１日（月曜日）３

　昭和４４年、文化会館がオープンし「家族そろって歌合戦」
などが公開録画されました。ことし２月にはＮＨＫラジオ
第一「ひるの散歩道」の公開録音が行われます。�

　昭和４８年、国鉄武蔵野線（現・ＪＲ武蔵野線）
が開通し、南流山駅がオープンしました。�

　昭和５９年、常磐新線（現・つくばエクスプレス）誘致のた
めの署名運動が市民まつり会場などで始まりました。�

　昭和４６年、国鉄常磐線（現・ＪＲ常磐線）と営
団地下鉄千代田線（現・東京メトロ千代田線）の
相互乗り入れがスタートしました。�

　昭和４２年流山市が誕生。当時の田中市長が「流山市役所」
という庁舎のプレートを除幕しました。�

　昭和４３年、救急業務を行う専用救急車が導入さ
れました。�

　昭和５３年、市民まつりが始まりました。当時は、姉妹都市・
相馬市との歴史を再現した武者行列なども行われました。�

　
年

　昭和５６年、台風２４号が襲来し坂川、
上富士川流域で床上、床下浸水が続
出し、災害救助法を適用しました。�

　昭和６３年、市役所のロビーを使
って毎月最終金曜日の昼休みに「サ
ロンコンサート」がスタートしまし
た。今月２６日で２２６回目を数えます。�

祝・４０周年�

平
成
５
年（
９３
）�

平
成
４
年（
９２
）�

平
成
３
年（
９１
）�

平
成
２
年（
９０
）�

平
成
元
年（
８９
）�

昭
和
６３
年（
８８
）�

　
　
　
平
和
都
市
宣
言�

昭
和
６２
年（
８７
）�

昭
和
６１
年（
８６
）�

昭
和
６０
年（
８５
）�

昭
和
５９
年（
８４
）�

昭
和
５８
年（
８３
）�

昭
和
５７
年（
８２
）市
民
の
歌�

昭
和
５６
年（
８１
）�

昭
和
５５
年（
８０
）�

昭
和
５４
年（
７９
）人
口
１０
万
人�

昭
和
５３
年（
７８
）�

昭
和
５２
年（
７７
）市
民
憲
章
を
制
定�

昭
和
５１
年（
７６
）�

昭
和
５０
年（
７５
）�

昭
和
４９
年（
７４
）�

昭
和
４８
年（
７３
）�

昭
和
４７
年（
７２
）�

昭
和
４６
年（
７１
）市
の
木
・
市
の
花
制
定�

昭
和
４５
年（
７０
）�

昭
和
４４
年（
６９
）人
口
５
万
人�

昭
和
４３
年（
６８
）�

昭
和
４２
年（
６７
）流
山
市
誕
生（
人
口
４
万
２
６
４
９
人
）�

市 制
施 行

� 40 年
の 　

あ

40 年
の 　

あ

昭和６１年昭和６２年　昭和６３年平成元年平成２年平成３年平成４年平成５年平成６年平成７年平成８年平成９年平成１０年平成１１年平成１２年平成１３年平成１４年平成１５年平成１６年平成１７年平成１８年平成１９年

常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
決
ま
る

　

平
和
都
市
宣
言

市
役
所
新
庁
舎
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー
が
落
成

運
河
水
辺
公
園
が
オ
ー
プ
ン

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
始

県
老
人
大
学
（
現
・
生
涯
大
学
）
江
戸
川
台
校
舎
が
オ
ー
プ
ン

消
防
署
東
分
署
が
業
務
開
始

福
祉
作
業
所
さ
つ
き
園
が
オ
ー
プ
ン

平
和
台
土
地
区
画
整
理
事
業
が
事
業
認
可

向
小
金
１
〜
４
丁
目
誕
生

市
内
初
の
４
年
制
大
学
、
江
戸
川
大
学
で
入
学
式

市
の
面
積
が　

・　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

３５

２８

流
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
現
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）
が

オ
ー
プ
ン

流
山
工
業
団
地
が
完
成

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン

流
山
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
国
際
大
会
開
催

常
磐
自
動
車
道
流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
オ
ー
プ
ン

暮
ら
し
を
守
る
消
防
隊
が
発
足

げ
ん
き
村
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン

江
戸
川
新
橋
建
設
促
進
協
議
会
を
設
立

流
山
警
察
署
運
河
派
出
所
が
開
設

消
防
署
に
大
型
水
槽
車
を
導
入

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

第
１
回
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

救
助
工
作
車
を
導
入

東
武
野
田
線
江
戸
川
台
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
置

市
立
幼
稚
園
で
２
年
制
ス
タ
ー
ト

一
茶
双
樹
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン

森
の
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
が
オ
ー
プ
ン

長
野
県
信
濃
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結

前
ケ
崎
城
址
公
園
が
オ
ー
プ
ン

情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
議
会
を
開
催

常
磐
新
線
（
現
・
Ｔ
Ｘ
）
が
市
内
で
着
工

第
７
回
関
東
中
学
駅
伝
大
会
で
東
部
中
が
優
勝

流
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

市
の
人
口
が　

万
人
達
成

１５

外
国
人
相
談
が
ス
タ
ー
ト

野
々
下
水
辺
公
園
が
オ
ー
プ
ン

介
護
保
険
料
が
６
段
階
区
分
に

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
通
算
１
５
０
回
目

公
民
館
で
Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト

杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
が
オ
ー
プ
ン

市
外
局
番
が
従
来
の
４
桁
か
ら
２
桁
に

Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置

個
人
情
報
保
護
条
例
が
施
行

市
議
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト

公
共
施
設
を
禁
煙
に

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン

病
後
児
保
育
ス
タ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
稼
働

公
民
館
・
福
祉
会
館
が
通
年
開
館
、
図
書
館
が
夜
間
開
館
ス
タ
ー
ト

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
、
市
内
３
駅
中
２
駅
に
快
速
停
車

安
心
メ
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
が
ス
タ
ー
ト

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
が
ス
タ
ー
ト

乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
を
就
学
前
児
ま
で
拡
充

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

市
制
施
行　

周
年

４０
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【
池
上
】
地
球
の
温
暖

化
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ

も
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、

今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

【
三
上
】
地
球
の
温
暖

化
と
い
う
の
は
、
百
年
間

で
気
温
が
何
度
上
が
る
か

と
い
う
表
現
を
す
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
地
球
の
温
暖

化
の
上
昇
速
度
は
、
百
年

で
０
・
６
度
く
ら
い
で
す
。

東
京
の
都
心
部
を
気
象
庁

が
測
っ
て
い
る
の
は
、
約

３
度
で
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
単
純
計
算
で
約
５
倍

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

　

【
稲
本
】
環
境
の
た
め

に
は
、
企
業
は
企
業
で
頑

張
っ
て
い
る
ん
で
す
。
行

政
も
行
政
で
頑
張
り
始
め

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
と

個
人
を
含
め
て
、
ど
う
つ

　

快
適
さ
と
潤
い
を
求
め
て
、
草
木
を
育
て
る
動
き
が
、
家
庭
や

ビ
ル
の
屋
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を
緑
の
力
で
改
善

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
環
境
は
地
球
規
模

で
は
、
温
暖
化
が
原
因
と
い
わ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
り
災
害
や
農

業
被
害
が
次
々
と
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
を
吸
収
し
て
い
る
の
は
森
林
で

す
。
し
か
し
、
地
球
上
の
森
林
は
伐
採
や
開
発
に
よ
っ
て
急
速
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
里
山
や
人
工
林
の
荒
廃
が
進
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
は
失
わ
れ
る
緑
を
ど
う
育
て
、
環
境
を
よ
み
が

え
ら
せ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年　

月　

日
、
千
代
田
放

１０

１４

送
会
館
で
都
市
や
地
球
全
体
の
環
境
を
緑
の
力
で
向
上
さ
せ
よ
う

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
環
境
省
な
ど
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
、
井
崎
市
長
を
は
じ
め
首
都
大
学
東
京
教
授
の
三
上

岳
彦
さ
ん
、「
大
地
を
守
る
会
」
の
会
長
・
藤
田
和
芳
さ
ん
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
の
代
表
・
稲
本
正
さ
ん
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
白
井
貴
子
さ
ん
の
皆
さ
ん
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
な
じ
み
の
池
上

彰
さ
ん
で
し
た
。
こ
の
様
子
は
昨
年　

月　

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｂ

１０

２８

Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
概
要
を

特
集
し
ま
す
。

豊
か
な
緑
を
未
来
へ

豊
か
な
緑
を
未
来
へ

健
康
的
な
日
常
が
環
境
も
守
る

百
年
単
位
で
考
え
る

東
京
の
温
暖
化
は
世
界
の
５
倍

ら
い
は
天
然
の
ク
ー
ラ
ー

の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

流
山
市
で
は
、
開
発
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
わ
け

で
す
ね
。
緑
が
、
こ
れ
ま

で
よ
り
減
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。そ
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん

で
す
か
。

　

【
井
崎
】
Ｔ
Ｘ
が
開
業

し
て
３
駅
が
流
山
に
で
き

た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち

大
規
模
な
緑
地
が
ど
の
く

ら
い
低
い
の
か
、
実
際
測

っ
て
み
る
と
、
平
均
で
も

２
度
、
場
合
に
よ
っ
て
は

３
度
、
４
度
違
う
ん
で
す

ね
。
昼
間
は
緑
地
の
中
の

冷
た
い
空
気
が
、
風
下
に

流
れ
て
、
夜
に
な
る
と
、

中
か
ら
い
わ
ゆ
る
放
射
冷

却
と
い
う
芝
生
の
表
面
、

緑
地
の
表
面
か
ら
冷
気
が

自
然
に
ど
ん
ど
ん
あ
ふ
れ

出
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で

周
辺
１
０
０
メ
ー
ト
ル
く

の
人
工
的
な
熱
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
な
ど
に
蓄
え
ら
れ

た
熱
が
夜
に
放
出
さ
れ
て

熱
帯
夜
の
原
因
に
な
り
、

き
ょ
う
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
緑
地
が
少
な
く
な
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
気
温
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
そ
う
は
言
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
都
市
部

で
緑
を
増
や
し
て
行
く
こ

と
は
、難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

【
三
上
】新
宿
御
苑
で
、

の
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
前
に
、　

ヘ
ク
タ
ー

１８

ル
の
森
の
よ
う
な
運
動
公

園
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
の
近
く
に
オ
オ
タ

カ
や
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し

て
い
る　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

２４

森
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

森
の
力
が
そ
の
森
だ
け
で

閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま 

う
。今
の
お
話
の
よ
う
に
、

冷
気
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
行
か
な
い
わ
け
で
す

よ
ね
。
緑
を
街
の
中
に
広

げ
て
行
く
こ
と
で
、
そ
の

森
の
力
を
も
っ
と
街
全
体

に
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

開
発
で
失
わ
れ
た
緑
を

流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略

　

【
三
上
】
地
面
の
緑
地

を
増
や
し
て
行
く
こ
と
が

一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
都
市
の
中
に　

％
緑

１０

地
を
増
や
す
と
、
だ
い
た

い
３
度
く
ら
い
下
が
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
計
算

も
あ
り
ま
す
ね
。

　

【
池
上
】
私
た
ち
の
回

り
で
も
、
ど
こ
に
緑
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
み
た
り
、
工
夫
し
て

た
と
え
ば
、
ど
こ
か
の
業

者
が
、
宅
地
造
成
を
し
ま

し
た
と
い
う
時
に
、
緑
豊

で
す
よ
と
い
う
の
を
行
政

と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
指

標
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
認
定

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
で
、
認
定
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
を
建
て

れ
ば
、
た
と
え
ば
買
っ
た

り
建
て
た
り
す
る
と
き
の
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
も
低

減
し
て
も
ら
え
る
と
い
う

わ
け
で
す
ね
。

作
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

大
き
な
森
を
街
づ
く
り
の

中
に
活
か
す
と
い
う
こ
と

で
。
Ｔ
Ｘ
沿
線
で
、
区
画

整
理
事
業
を　

年
前
か
ら

１０

や
っ
て
い
て
た
く
さ
ん
の

森
林
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
に
、
戸
建
て
や
マ

ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て

い
く
と
き
に
、
失
っ
た
緑

を
で
き
る
だ
け
取
り
戻
そ

う
と
い
う
仕
組
み
な
ん
で

す
。

　

【
池
上
】
な
る
ほ
ど
。

み
た
り
す
る
だ
け
で
も
、

ず
い
ぶ
ん
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
井
崎
さ
ん
、
行
政
の

立
場
で
今
、
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

策
を
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
か
。

　

【
井
崎
】
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
を
展
開
し
て

お
り
ま
し
て
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
抑
制
に
資
す
る

緑
の
量
と
質
を
評
価
し
て
、

そ
の
評
価
を
ク
リ
ア
し
た

物
件
あ
る
い
は
個
人
の
方

で
造
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
認
定
と

い
う
の
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
認
定
を
取
得
し
た
物
件

に
は
、
流
山
市
内
の
金
融

機
関
の
協
力
を
得
て
、
特

別
に
低
金
利
の
融
資
を
受

け
ら
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

環境シンポジウム
削減にむけて

気に包まれていました

花
の
香
り
を
楽
し
め
る
子
に

市
民
・
企
業
・
行
政
の
連
携
を

に
価
値
を
置
い
て
く
だ
さ

る
方
々
で
す
。
既
成
市
街

地
で
は
、「
木
を
切
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
う
方
と
、「
木

を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
言

う
方
が
、
混
在
し
て
お
住

し
た
。
色
々
な
方
々
が
緑

の
街
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

【
藤
田
】
今
の
話
を
お

聞
き
し
て
い
ま
し
て
も
、

た
と
え
ば
都
市
の
緑
化
と

開
発
と
い
う
の
は
、
あ
る

と
こ
ろ
で
は
対
立
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す

森
に
人
の
手
を

１
人
に
３
７
６
本
の
木
が
必
要

　

【
池
上
】
日
本
は
京
都

議
定
書
で
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、

気
を
使
っ
た
り
、
車
に
乗

っ
た
り
と
い
う
文
明
的
な

生
活
を
し
て
い
る
。
な
ん

い
。
そ
う
す
る
と
結
果
的

に
C
O
2

を
吸
収
す
る
し
、

い
い
木
材
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
井
崎
さ
ん
、
流

山
も
古
く
か
ら
あ
る
森
は

当
然
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

そ
の
森
を
守
る
と
い
う
取

池上　彰さん
　ＮＨＫの人気番組「週刊こ
どもニュース」の元おとうさ
ん役などでお茶の間に人気の
池上さんが今回のコーディネ
ーターです。

三上岳彦さん
　首都大学東京環境科学科教
授三上岳彦さん。三上さんは、
気候学を専門に、特に東京を
中心とするヒートアイランド
現象に関して研究を行ってい
ます。環境省のヒートアイラ
ンド環境影響調査検討委員も
務めています。

白井貴子さん
　会場で素晴らしい歌声を披
露してくださったシンガーソ
ングライター。白井さんは、
ミュージシャンとしての活動
はもちろん、近年は環境問題
のシンポジウムやイベントに
数多く参加しています。エコ
ロジカルな生活の実践に、幅
広い共感が集まっています。

　グリーンチェーン認定された保留地

（　）　　 第１１２９号５

な
げ
て
い
こ
う
か
と
い
う

の
が
課
題
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

市
民
と
の
協
力
を
築
き
あ

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
何

が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
し
ょ

う
。

　

【
井
崎
】
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
も
、
地
権
者

や
事
業
者
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
新
し
く
入
っ
て

こ
ら
れ
る
方
た
ち
は
、
緑
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【
池
上
】
パ
ネ
リ
ス
ト

の
机
の
上
に
あ
る
の
は
、

ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木
な
ん
で

す
ね
。
都
会
で
こ
れ
育
つ

も
の
な
ん
で
す
か
。

　

【
稲
本
】
育
ち
ま
す
。

芽
を
出
し
た
ら
、
苗
床
に

も
っ
て
き
て
、
２
年
く
ら

い
で
、
人
間
の
背
丈
を
超

え
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
お

金
の
一
部
で
、
土
地
を
良

く
し
た
り
、
山
に
お
金
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

【
白
井
】
大
き
な
と
こ

ろ
で
、
シ
ス
テ
ム
っ
て
い

う
ん
で
す
か
、
変
え
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
、
今
話

を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
ん

で
す
が
。
ク
ー
ラ
ー
消
し

た
ら
１
０
０
０
円
も
ら
っ

て
、
そ
の
１
０
０
０
円
が

今
度
森
に
還
元
さ
れ
て
い

消
費
者
の
立
場
か
ら

木
材
も
野
菜
も
地
元
の
も
の
を

と
い
う
運
動
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。
環
境
省
が
提
起

し
た
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
、　
２７

度
か
ら　

度
に
上
げ
て
一

２８

日
や
る
と
い
う
、
そ
の
努

力
を
す
る
と
い
う
事
と
、

外
国
産
で
は
な
く
国
産
の

豚
肉
を
２
０
０
ｇ
食
べ
る 

と
、
３
日
間
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
や
っ
た
こ
と
に
匹
敵
す

る
だ
け
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
な
る
。そ
れ
か
ら
、国
産

の
ア
ス
パ
ラ
を
一
本　

g
３０

食
べ
る
と
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
８
日
間
や
っ
た
こ
と
と

同
じ
く
ら
い
の
効
果
が
あ

る
ん
で
す
よ
。長
い
距
離
、

石
油
を
使
っ
て
、
日
本
ま

で
運
ん
で
く
る
わ
け
で
す

か
ら
。
何
も
大
き
な
事
を

し
な
く
て
も
、
毎
日
、
自

分
が
知
っ
て
い
る
お
百
姓

さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
ね
」

と
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
る

だ
け
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
ち
ゃ
ん
と
貢
献
で
き

る
と
い
う
運
動
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

【
白
井
】
八
百
屋
さ
ん

に
そ
う
い
う
効
果
が
書
い

て
あ
る
と
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
今
聞
い
て
。

く
よ
う
に
な
る
と
か
ね
。

な
ん
か
そ
ん
な
楽
し
い
こ

と
で
き
な
い
か
な
と
。

　

【
稲
本
】
何
よ
り
も
問

題
な
の
は
、
北
米
や
北
欧

か
ら
木
材
を
買
い
始
め
た

こ
と
な
ん
で
す
。
膨
大
な

量
を
船
で
運
ん
で
き
て
い

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
ウ

ッ
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
っ

て
、
石
油
を
も
の
す
ご
く

使
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

【
池
上
】
地
産
地
消
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。

地
元
で
と
れ
た
も
の
を
、

地
元
で
消
費
し
よ
う
、
食

べ
よ
う
よ
と
い
う
地
産
地

消
の
木
材
版
、
森
版
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

ね
。
消
費
者
運
動
と
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

【
藤
田
】
食
べ
物
も
、

な
る
べ
く
近
く
の
も
の
を
、

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
大
事
で
す
。
今
、
我

々
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

緑のちからと地球環
新たなCO2の削

　多くの関係者が集まった公開収録のスタジオは熱気

ま
い
で
す
。
し
か
し
、
今

回
の
仕
組
み
で
す
と
、
基

本
的
に
は
、「
木
を
残
そ

う
」
と
い
う
方
た
ち
が
お

住
ま
い
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
既
存
住
宅
地
で
は
、

３
年
前
か
ら
流
山
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
始

め
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ

た
方
た
ち
は
、
お
庭
の
美

し
さ
を
競
っ
た
り
、
一
般

に
公
開
し
た
り
し
て
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
に「
沿
道
景
観
」

の
部
門
を
つ
く
り
ま
し
た

ら
マ
ン
シ
ョ
ン
や
事
業
所
、

学
校
が
参
加
し
て
く
れ
ま

ね
。
ま
あ
便
利
さ
と
か
効

率
を
考
え
た
ら
、
そ
ん
な

に
緑
地
を
取
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
意
見
を
出
す
人

も
い
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、
緑
を
残
そ
う
と
い

う
の
は
、
市
民
の
人
た
ち

の
理
解
を
ど
れ
だ
け
得
ら

れ
る
か
と
い
う
事
に
か
か

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

び
っ
く
り
し
ま
し
た
の
は
、

畑
の
回
り
に
キ
ン
モ
ク
セ

イ
を
植
え
て
い
た
ら
、
小

学
生
が
一
斉
に
そ
の
前
で

鼻
を
つ
ま
ん
で
い
た
ん
で

す
ね
。「
こ
こ
は
ト
イ
レ
の

臭
い
が
す
る
」
と
言
う
ん

で
す
。
芳
香
剤
の
臭
い
が

キ
ン
モ
ク
セ
イ
で
、
こ
こ

は
ト
イ
レ
だ
と
。
そ
う
い

う
自
然
と
の
か
か
わ
り
、

虫
の
鳴
き
声
が
雑
音
と
聞

こ
え
る
の
か
、
き
れ
い
な

音
と
聞
こ
え
る
の
か
。
そ

の
境
目
を
我
々
は
失
い
は

じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。

　

【
稲
本
】
喜
び
が
な
い

と
だ
め
だ
と
思
う
。「
我
慢

し
ろ
」
と
言
っ
て
も
、
だ

ん
だ
ん
人
間
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

木
を
育
て
る
、
そ
う
い
う

喜
び
を
得
る
事
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
連
鎖
反
応
で
広
が

っ
て
い
け
ば
。
自
分
の
健

康
に
よ
け
れ
ば
、
地
球
の

環
境
に
も
よ
い
。
ロ
ハ
ス

っ
て
ね
、
健
康
と
環
境
に

い
い
っ
て
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
話
題
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
な
ん
か
そ
の

辺
が
ひ
と
つ
の
出
口
だ
な

と
思
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
身
の
回
り
で

で
き
る
事
が
、
実
は
随
分

い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
す
た
め
、
あ
る
い

は
緑
を
増
や
す
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
。
食
べ
物

を
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い

は
、
国
産
材
を
使
う
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ

と
も
実
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

苦
し
い
、
つ
ら
い
の
で
は

な
く
て
、
楽
し
ん
で
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て

い
く
。
そ
う
い
う
ア
イ
デ

ア
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

ロ
ハ
ス
な
生
活
を

我
慢
で
な
く
楽
し
み
な
が
ら

６
％
減
ら
す
こ
と
を
国
際

公
約
に
し
て
い
ま
す
。
６

％
の
う
ち
３
・
９
％
に
つ

い
て
は
、
森
林
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
で
達
成

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

　

【
稲
本
】
僕
ら
は
酸
素

を
吸
っ
て
二
酸
化
炭
素
を

出
す
呼
吸
だ
け
で
１
人
に

つ
き
木
が　

〜　

本
必
要

１５

１６

な
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が

僕
ら
今
、
文
明
人
は
、
呼

吸
す
る
だ
け
で
な
く
、
電

と
日
本
人
だ
と
１
人
当
た

り
３
７
６
本
く
ら
い
の
木

が
な
い
と
、
日
ご
ろ
出
し

て
い
る
C
O
2

を
吸
収
で

き
な
い
。

　

【
池
上
】
森
と
い
う
の

は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
と
い
い
ま
す
け
ど
、

木
が
成
長
す
る
時
に
吸
収

す
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

【
稲
本
】
森
か
ら
木
を

切
っ
て
、
隙
間
を
空
け
て

木
を
大
き
く
す
る
よ
う
に

し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

　

【
井
崎
】
先
ほ
ど
ご
紹

介
し
た
オ
オ
タ
カ
が
生
息

し
て
い
る
市
野
谷
の
森
に

つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々

に
、
下
草
を
刈
っ
て
い
た

だ
い
た
り
危
な
く
な
い
よ

う
に
は
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、実
際
、

人
手
と
予
算
を
組
ん
で
い

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
十

分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
話
を
う
か
が
っ
て
考
え

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

子
や
孫
へ
贈
る
環
境

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
視
点
で

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
い
う
の
は
。

　

【
井
崎
】
地
権
者
、
事

業
者
、
住
民
、
そ
し
て
市
。

四
者
が
緑
の
価
値
を
実
感

す
る
と
い
う
か
、
体
感
し

な
け
れ
ば
、
広
が
っ
て
い

か
な
い
ん
で
す
ね
。
た
と

え
ば
、
夏
涼
し
い
と
か
、

景
観
的
に
美
し
い
と
か
、

そ
れ
か
ら
、
緑
が
つ
な
が

る
こ
と
で
、
心
が
和
む
。

あ
る
い
は
、
そ
れ
が
、
Ｃ

Ｏ
2

削
減
に
も
通
ず
る 

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
役
立
つ
。
も
っ
と
実
利

で
い
う
と
、
資
産
価
値
が

あ
が
る
と
い
っ
た
こ
と
を

実
感
で
き
る
仕
組
み
を
作

っ
て
い
っ
て
ご
理
解
を
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

【
藤
田
】
環
境
問
題
と

か
、
森
林
や
第
一
次
産
業

の
問
題
を
考
え
る
時
に
、

わ
れ
わ
れ
市
民
は
、
何
か

を
我
慢
す
る
と
か
、
不
便

さ
を
容
認
す
る
と
か
、
つ

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

流
山
市
は
、
都
市
開
発
を

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ

ね
。
し
か
し
、
緑
も
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
守

る
ど
こ
ろ
か
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
と
ら
え
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
問
題
で

す
か
ら
。
こ
っ
ち
の
方
が

楽
し
い
よ
と
か
、
こ
っ
ち

の
方
に
向
か
っ
た
ら
よ
り

気
持
ち
よ
く
て
、
心
豊
か

な
生
活
が
で
き
る
と
い
う

も
の
を
、
み
ん
な
で
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

【
白
井
】つ
い
こ
の
間
、

新
潟
へ
行
っ
た
と
き
に
、

私
の
小
さ
い
時
の
夏
休
み

は
こ
ん
な
だ
っ
た
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
頭
の
と
こ

ろ
に
、
バ
サ
バ
サ
と
バ
ッ

タ
が
落
ち
て
き
た
ん
で
す

よ
。
も
う
音
が
す
る
く
ら

い
に
。
そ
の
時
に
、
ゾ
ク

ゾ
ク
っ
と
き
ま
し
た
ね
。

そ
ん
な
豊
か
な
自
然
を
い

ま
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体

験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
大

き
く
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。

　

【
池
上
】
私
た
ち
の
子

ど
も
た
ち
、
孫
た
ち
に
よ

り
豊
か
な
環
境
を
ど
う
伝

え
て
い
く
か
と
言
う
事
で

す
よ
ね
。

藤田和芳さん
　日本の食と農業、自然を守
るという理念のもと、安全な
有機農産物を流通する「大地
を守る会」の会長を務めてい
ます。電気を消してキャンド
ルを灯し、ゆっくりと時間を
過ごそうという１００万人のキ
ャンドルナイトの呼び掛け人
でもあります。

稲本　正さん
　伝統的な木工芸の匠の技の
伝承を目的に、岐阜県の飛騨
清見村に、オークビレッジを
創設。お椀から建物まで、日
本の樹木を生かした幅広い工
芸を展開しています。森を育
てる運動を積極的に展開し、
環境教育や育林運動にも力を
注いでいます。

　オオタカが生息する市野谷の森
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【
池
上
】
地
球
の
温
暖

化
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ

も
ど
う
い
っ
た
も
の
で
、

今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

【
三
上
】
地
球
の
温
暖

化
と
い
う
の
は
、
百
年
間

で
気
温
が
何
度
上
が
る
か

と
い
う
表
現
を
す
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
地
球
の
温
暖

化
の
上
昇
速
度
は
、
百
年

で
０
・
６
度
く
ら
い
で
す
。

東
京
の
都
心
部
を
気
象
庁

が
測
っ
て
い
る
の
は
、
約

３
度
で
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
単
純
計
算
で
約
５
倍

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

　

【
稲
本
】
環
境
の
た
め

に
は
、
企
業
は
企
業
で
頑

張
っ
て
い
る
ん
で
す
。
行

政
も
行
政
で
頑
張
り
始
め

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
と

個
人
を
含
め
て
、
ど
う
つ

　

快
適
さ
と
潤
い
を
求
め
て
、
草
木
を
育
て
る
動
き
が
、
家
庭
や

ビ
ル
の
屋
上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を
緑
の
力
で
改
善

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
す
環
境
は
地
球
規
模

で
は
、
温
暖
化
が
原
因
と
い
わ
れ
る
異
常
気
象
に
よ
り
災
害
や
農

業
被
害
が
次
々
と
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
C
O
2
）
を
吸
収
し
て
い
る
の
は
森
林
で

す
。
し
か
し
、
地
球
上
の
森
林
は
伐
採
や
開
発
に
よ
っ
て
急
速
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
里
山
や
人
工
林
の
荒
廃
が
進
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
は
失
わ
れ
る
緑
を
ど
う
育
て
、
環
境
を
よ
み
が

え
ら
せ
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年　

月　

日
、
千
代
田
放

１０

１４

送
会
館
で
都
市
や
地
球
全
体
の
環
境
を
緑
の
力
で
向
上
さ
せ
よ
う

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
環
境
省
な
ど
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
、
井
崎
市
長
を
は
じ
め
首
都
大
学
東
京
教
授
の
三
上

岳
彦
さ
ん
、「
大
地
を
守
る
会
」
の
会
長
・
藤
田
和
芳
さ
ん
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ど
ん
ぐ
り
の
会
」
の
代
表
・
稲
本
正
さ
ん
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
白
井
貴
子
さ
ん
の
皆
さ
ん
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
な
じ
み
の
池
上

彰
さ
ん
で
し
た
。
こ
の
様
子
は
昨
年　

月　

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｂ

１０

２８

Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
概
要
を

特
集
し
ま
す
。

豊
か
な
緑
を
未
来
へ

豊
か
な
緑
を
未
来
へ

健
康
的
な
日
常
が
環
境
も
守
る

百
年
単
位
で
考
え
る

東
京
の
温
暖
化
は
世
界
の
５
倍

ら
い
は
天
然
の
ク
ー
ラ
ー

の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

流
山
市
で
は
、
開
発
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
く
わ
け

で
す
ね
。
緑
が
、
こ
れ
ま

で
よ
り
減
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。そ
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん

で
す
か
。

　

【
井
崎
】
Ｔ
Ｘ
が
開
業

し
て
３
駅
が
流
山
に
で
き

た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち

大
規
模
な
緑
地
が
ど
の
く

ら
い
低
い
の
か
、
実
際
測

っ
て
み
る
と
、
平
均
で
も

２
度
、
場
合
に
よ
っ
て
は

３
度
、
４
度
違
う
ん
で
す

ね
。
昼
間
は
緑
地
の
中
の

冷
た
い
空
気
が
、
風
下
に

流
れ
て
、
夜
に
な
る
と
、

中
か
ら
い
わ
ゆ
る
放
射
冷

却
と
い
う
芝
生
の
表
面
、

緑
地
の
表
面
か
ら
冷
気
が

自
然
に
ど
ん
ど
ん
あ
ふ
れ

出
す
。
そ
う
い
っ
た
形
で

周
辺
１
０
０
メ
ー
ト
ル
く

の
人
工
的
な
熱
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
な
ど
に
蓄
え
ら
れ

た
熱
が
夜
に
放
出
さ
れ
て

熱
帯
夜
の
原
因
に
な
り
、

き
ょ
う
の
テ
ー
マ
で
も
あ

る
緑
地
が
少
な
く
な
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
気
温
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
そ
う
は
言
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
都
市
部

で
緑
を
増
や
し
て
行
く
こ

と
は
、難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

【
三
上
】新
宿
御
苑
で
、

の
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
前
に
、　

ヘ
ク
タ
ー

１８

ル
の
森
の
よ
う
な
運
動
公

園
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
の
近
く
に
オ
オ
タ

カ
や
フ
ク
ロ
ウ
が
生
息
し

て
い
る　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

２４

森
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

森
の
力
が
そ
の
森
だ
け
で

閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま 

う
。今
の
お
話
の
よ
う
に
、

冷
気
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
行
か
な
い
わ
け
で
す

よ
ね
。
緑
を
街
の
中
に
広

げ
て
行
く
こ
と
で
、
そ
の

森
の
力
を
も
っ
と
街
全
体

に
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

開
発
で
失
わ
れ
た
緑
を

流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略

　

【
三
上
】
地
面
の
緑
地

を
増
や
し
て
行
く
こ
と
が

一
番
重
要
だ
と
思
い
ま
す

ね
。
都
市
の
中
に　

％
緑

１０

地
を
増
や
す
と
、
だ
い
た

い
３
度
く
ら
い
下
が
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
計
算

も
あ
り
ま
す
ね
。

　

【
池
上
】
私
た
ち
の
回

り
で
も
、
ど
こ
に
緑
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
み
た
り
、
工
夫
し
て

た
と
え
ば
、
ど
こ
か
の
業

者
が
、
宅
地
造
成
を
し
ま

し
た
と
い
う
時
に
、
緑
豊

で
す
よ
と
い
う
の
を
行
政

と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
指

標
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
認
定

を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
で
、
認
定
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
を
建
て

れ
ば
、
た
と
え
ば
買
っ
た

り
建
て
た
り
す
る
と
き
の
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
も
低

減
し
て
も
ら
え
る
と
い
う

わ
け
で
す
ね
。

作
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

大
き
な
森
を
街
づ
く
り
の

中
に
活
か
す
と
い
う
こ
と

で
。
Ｔ
Ｘ
沿
線
で
、
区
画

整
理
事
業
を　

年
前
か
ら

１０

や
っ
て
い
て
た
く
さ
ん
の

森
林
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
に
、
戸
建
て
や
マ

ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て

い
く
と
き
に
、
失
っ
た
緑

を
で
き
る
だ
け
取
り
戻
そ

う
と
い
う
仕
組
み
な
ん
で

す
。

　

【
池
上
】
な
る
ほ
ど
。

み
た
り
す
る
だ
け
で
も
、

ず
い
ぶ
ん
楽
し
い
で
す
よ

ね
。
井
崎
さ
ん
、
行
政
の

立
場
で
今
、
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
ね
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

策
を
考
え
て
ら
っ
し
ゃ
る

ん
で
す
か
。

　

【
井
崎
】
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
を
展
開
し
て

お
り
ま
し
て
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
抑
制
に
資
す
る

緑
の
量
と
質
を
評
価
し
て
、

そ
の
評
価
を
ク
リ
ア
し
た

物
件
あ
る
い
は
個
人
の
方

で
造
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
認
定
と

い
う
の
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
認
定
を
取
得
し
た
物
件

に
は
、
流
山
市
内
の
金
融

機
関
の
協
力
を
得
て
、
特

別
に
低
金
利
の
融
資
を
受

け
ら
れ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

環境シンポジウム
削減にむけて

気に包まれていました

花
の
香
り
を
楽
し
め
る
子
に

市
民
・
企
業
・
行
政
の
連
携
を

に
価
値
を
置
い
て
く
だ
さ

る
方
々
で
す
。
既
成
市
街

地
で
は
、「
木
を
切
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
う
方
と
、「
木

を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
言

う
方
が
、
混
在
し
て
お
住

し
た
。
色
々
な
方
々
が
緑

の
街
を
広
げ
て
い
く
た
め

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

【
藤
田
】
今
の
話
を
お

聞
き
し
て
い
ま
し
て
も
、

た
と
え
ば
都
市
の
緑
化
と

開
発
と
い
う
の
は
、
あ
る

と
こ
ろ
で
は
対
立
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す

森
に
人
の
手
を

１
人
に
３
７
６
本
の
木
が
必
要

　

【
池
上
】
日
本
は
京
都

議
定
書
で
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、

気
を
使
っ
た
り
、
車
に
乗

っ
た
り
と
い
う
文
明
的
な

生
活
を
し
て
い
る
。
な
ん

い
。
そ
う
す
る
と
結
果
的

に
C
O
2

を
吸
収
す
る
し
、

い
い
木
材
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
井
崎
さ
ん
、
流

山
も
古
く
か
ら
あ
る
森
は

当
然
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

そ
の
森
を
守
る
と
い
う
取

池上　彰さん
　ＮＨＫの人気番組「週刊こ
どもニュース」の元おとうさ
ん役などでお茶の間に人気の
池上さんが今回のコーディネ
ーターです。

三上岳彦さん
　首都大学東京環境科学科教
授三上岳彦さん。三上さんは、
気候学を専門に、特に東京を
中心とするヒートアイランド
現象に関して研究を行ってい
ます。環境省のヒートアイラ
ンド環境影響調査検討委員も
務めています。

白井貴子さん
　会場で素晴らしい歌声を披
露してくださったシンガーソ
ングライター。白井さんは、
ミュージシャンとしての活動
はもちろん、近年は環境問題
のシンポジウムやイベントに
数多く参加しています。エコ
ロジカルな生活の実践に、幅
広い共感が集まっています。

　グリーンチェーン認定された保留地

（　）　　 第１１２９号５

な
げ
て
い
こ
う
か
と
い
う

の
が
課
題
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

市
民
と
の
協
力
を
築
き
あ

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
何

が
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
し
ょ

う
。

　

【
井
崎
】
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
も
、
地
権
者

や
事
業
者
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
新
し
く
入
っ
て

こ
ら
れ
る
方
た
ち
は
、
緑

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

【
池
上
】
パ
ネ
リ
ス
ト

の
机
の
上
に
あ
る
の
は
、

ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木
な
ん
で

す
ね
。
都
会
で
こ
れ
育
つ

も
の
な
ん
で
す
か
。

　

【
稲
本
】
育
ち
ま
す
。

芽
を
出
し
た
ら
、
苗
床
に

も
っ
て
き
て
、
２
年
く
ら

い
で
、
人
間
の
背
丈
を
超

え
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
お

金
の
一
部
で
、
土
地
を
良

く
し
た
り
、
山
に
お
金
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

【
白
井
】
大
き
な
と
こ

ろ
で
、
シ
ス
テ
ム
っ
て
い

う
ん
で
す
か
、
変
え
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
、
今
話

を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
ん

で
す
が
。
ク
ー
ラ
ー
消
し

た
ら
１
０
０
０
円
も
ら
っ

て
、
そ
の
１
０
０
０
円
が

今
度
森
に
還
元
さ
れ
て
い

消
費
者
の
立
場
か
ら

木
材
も
野
菜
も
地
元
の
も
の
を

と
い
う
運
動
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。
環
境
省
が
提
起

し
た
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
、　
２７

度
か
ら　

度
に
上
げ
て
一

２８

日
や
る
と
い
う
、
そ
の
努

力
を
す
る
と
い
う
事
と
、

外
国
産
で
は
な
く
国
産
の

豚
肉
を
２
０
０
ｇ
食
べ
る 

と
、
３
日
間
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
や
っ
た
こ
と
に
匹
敵
す

る
だ
け
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

に
な
る
。そ
れ
か
ら
、国
産

の
ア
ス
パ
ラ
を
一
本　

g
３０

食
べ
る
と
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
８
日
間
や
っ
た
こ
と
と

同
じ
く
ら
い
の
効
果
が
あ

る
ん
で
す
よ
。長
い
距
離
、

石
油
を
使
っ
て
、
日
本
ま

で
運
ん
で
く
る
わ
け
で
す

か
ら
。
何
も
大
き
な
事
を

し
な
く
て
も
、
毎
日
、
自

分
が
知
っ
て
い
る
お
百
姓

さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
ね
」

と
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
る

だ
け
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
ち
ゃ
ん
と
貢
献
で
き

る
と
い
う
運
動
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

【
白
井
】
八
百
屋
さ
ん

に
そ
う
い
う
効
果
が
書
い

て
あ
る
と
い
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
今
聞
い
て
。

く
よ
う
に
な
る
と
か
ね
。

な
ん
か
そ
ん
な
楽
し
い
こ

と
で
き
な
い
か
な
と
。

　

【
稲
本
】
何
よ
り
も
問

題
な
の
は
、
北
米
や
北
欧

か
ら
木
材
を
買
い
始
め
た

こ
と
な
ん
で
す
。
膨
大
な

量
を
船
で
運
ん
で
き
て
い

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
ウ

ッ
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
っ

て
、
石
油
を
も
の
す
ご
く

使
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

【
池
上
】
地
産
地
消
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
ね
。

地
元
で
と
れ
た
も
の
を
、

地
元
で
消
費
し
よ
う
、
食

べ
よ
う
よ
と
い
う
地
産
地

消
の
木
材
版
、
森
版
と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す

ね
。
消
費
者
運
動
と
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

　

【
藤
田
】
食
べ
物
も
、

な
る
べ
く
近
く
の
も
の
を
、

食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
と

て
も
大
事
で
す
。
今
、
我

々
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

緑のちからと地球環
新たなCO2の削

　多くの関係者が集まった公開収録のスタジオは熱気

ま
い
で
す
。
し
か
し
、
今

回
の
仕
組
み
で
す
と
、
基

本
的
に
は
、「
木
を
残
そ

う
」
と
い
う
方
た
ち
が
お

住
ま
い
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
既
存
住
宅
地
で
は
、

３
年
前
か
ら
流
山
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
始

め
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ

た
方
た
ち
は
、
お
庭
の
美

し
さ
を
競
っ
た
り
、
一
般

に
公
開
し
た
り
し
て
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ン
テ
ス
ト
に「
沿
道
景
観
」

の
部
門
を
つ
く
り
ま
し
た

ら
マ
ン
シ
ョ
ン
や
事
業
所
、

学
校
が
参
加
し
て
く
れ
ま

ね
。
ま
あ
便
利
さ
と
か
効

率
を
考
え
た
ら
、
そ
ん
な

に
緑
地
を
取
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
意
見
を
出
す
人

も
い
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
、
緑
を
残
そ
う
と
い

う
の
は
、
市
民
の
人
た
ち

の
理
解
を
ど
れ
だ
け
得
ら

れ
る
か
と
い
う
事
に
か
か

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

び
っ
く
り
し
ま
し
た
の
は
、

畑
の
回
り
に
キ
ン
モ
ク
セ

イ
を
植
え
て
い
た
ら
、
小

学
生
が
一
斉
に
そ
の
前
で

鼻
を
つ
ま
ん
で
い
た
ん
で

す
ね
。「
こ
こ
は
ト
イ
レ
の

臭
い
が
す
る
」
と
言
う
ん

で
す
。
芳
香
剤
の
臭
い
が

キ
ン
モ
ク
セ
イ
で
、
こ
こ

は
ト
イ
レ
だ
と
。
そ
う
い

う
自
然
と
の
か
か
わ
り
、

虫
の
鳴
き
声
が
雑
音
と
聞

こ
え
る
の
か
、
き
れ
い
な

音
と
聞
こ
え
る
の
か
。
そ

の
境
目
を
我
々
は
失
い
は

じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。

　

【
稲
本
】
喜
び
が
な
い

と
だ
め
だ
と
思
う
。「
我
慢

し
ろ
」
と
言
っ
て
も
、
だ

ん
だ
ん
人
間
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。

木
を
育
て
る
、
そ
う
い
う

喜
び
を
得
る
事
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
連
鎖
反
応
で
広
が

っ
て
い
け
ば
。
自
分
の
健

康
に
よ
け
れ
ば
、
地
球
の

環
境
に
も
よ
い
。
ロ
ハ
ス

っ
て
ね
、
健
康
と
環
境
に

い
い
っ
て
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
話
題
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
な
ん
か
そ
の

辺
が
ひ
と
つ
の
出
口
だ
な

と
思
い
ま
す
。

　

【
池
上
】
身
の
回
り
で

で
き
る
事
が
、
実
は
随
分

い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
す
た
め
、
あ
る
い

は
緑
を
増
や
す
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
。
食
べ
物

を
考
え
る
こ
と
、
あ
る
い

は
、
国
産
材
を
使
う
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ

と
も
実
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

苦
し
い
、
つ
ら
い
の
で
は

な
く
て
、
楽
し
ん
で
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て

い
く
。
そ
う
い
う
ア
イ
デ

ア
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

ロ
ハ
ス
な
生
活
を

我
慢
で
な
く
楽
し
み
な
が
ら

６
％
減
ら
す
こ
と
を
国
際

公
約
に
し
て
い
ま
す
。
６

％
の
う
ち
３
・
９
％
に
つ

い
て
は
、
森
林
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
で
達
成

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

　

【
稲
本
】
僕
ら
は
酸
素

を
吸
っ
て
二
酸
化
炭
素
を

出
す
呼
吸
だ
け
で
１
人
に

つ
き
木
が　

〜　

本
必
要

１５

１６

な
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が

僕
ら
今
、
文
明
人
は
、
呼

吸
す
る
だ
け
で
な
く
、
電

と
日
本
人
だ
と
１
人
当
た

り
３
７
６
本
く
ら
い
の
木

が
な
い
と
、
日
ご
ろ
出
し

て
い
る
C
O
2

を
吸
収
で

き
な
い
。

　

【
池
上
】
森
と
い
う
の

は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

す
る
と
い
い
ま
す
け
ど
、

木
が
成
長
す
る
時
に
吸
収

す
る
ん
で
す
よ
ね
。

　

【
稲
本
】
森
か
ら
木
を

切
っ
て
、
隙
間
を
空
け
て

木
を
大
き
く
す
る
よ
う
に

し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な

り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

　

【
井
崎
】
先
ほ
ど
ご
紹

介
し
た
オ
オ
タ
カ
が
生
息

し
て
い
る
市
野
谷
の
森
に

つ
い
て
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々

に
、
下
草
を
刈
っ
て
い
た

だ
い
た
り
危
な
く
な
い
よ

う
に
は
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、実
際
、

人
手
と
予
算
を
組
ん
で
い

な
い
も
の
で
す
か
ら
、
十

分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
話
を
う
か
が
っ
て
考
え

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

子
や
孫
へ
贈
る
環
境

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
視
点
で

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
い
う
の
は
。

　

【
井
崎
】
地
権
者
、
事

業
者
、
住
民
、
そ
し
て
市
。

四
者
が
緑
の
価
値
を
実
感

す
る
と
い
う
か
、
体
感
し

な
け
れ
ば
、
広
が
っ
て
い

か
な
い
ん
で
す
ね
。
た
と

え
ば
、
夏
涼
し
い
と
か
、

景
観
的
に
美
し
い
と
か
、

そ
れ
か
ら
、
緑
が
つ
な
が

る
こ
と
で
、
心
が
和
む
。

あ
る
い
は
、
そ
れ
が
、
Ｃ

Ｏ
2

削
減
に
も
通
ず
る 

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
役
立
つ
。
も
っ
と
実
利

で
い
う
と
、
資
産
価
値
が

あ
が
る
と
い
っ
た
こ
と
を

実
感
で
き
る
仕
組
み
を
作

っ
て
い
っ
て
ご
理
解
を
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

【
藤
田
】
環
境
問
題
と

か
、
森
林
や
第
一
次
産
業

の
問
題
を
考
え
る
時
に
、

わ
れ
わ
れ
市
民
は
、
何
か

を
我
慢
す
る
と
か
、
不
便

さ
を
容
認
す
る
と
か
、
つ

　

【
池
上
】
井
崎
さ
ん
、

流
山
市
は
、
都
市
開
発
を

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ

ね
。
し
か
し
、
緑
も
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
守

る
ど
こ
ろ
か
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
と
ら
え
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
問
題
で

す
か
ら
。
こ
っ
ち
の
方
が

楽
し
い
よ
と
か
、
こ
っ
ち

の
方
に
向
か
っ
た
ら
よ
り

気
持
ち
よ
く
て
、
心
豊
か

な
生
活
が
で
き
る
と
い
う

も
の
を
、
み
ん
な
で
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

【
白
井
】つ
い
こ
の
間
、

新
潟
へ
行
っ
た
と
き
に
、

私
の
小
さ
い
時
の
夏
休
み

は
こ
ん
な
だ
っ
た
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
頭
の
と
こ

ろ
に
、
バ
サ
バ
サ
と
バ
ッ

タ
が
落
ち
て
き
た
ん
で
す

よ
。
も
う
音
が
す
る
く
ら

い
に
。
そ
の
時
に
、
ゾ
ク

ゾ
ク
っ
と
き
ま
し
た
ね
。

そ
ん
な
豊
か
な
自
然
を
い

ま
の
子
ど
も
た
ち
に
も
体

験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
大

き
く
広
が
っ
て
い
け
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。

　

【
池
上
】
私
た
ち
の
子

ど
も
た
ち
、
孫
た
ち
に
よ

り
豊
か
な
環
境
を
ど
う
伝

え
て
い
く
か
と
言
う
事
で

す
よ
ね
。

藤田和芳さん
　日本の食と農業、自然を守
るという理念のもと、安全な
有機農産物を流通する「大地
を守る会」の会長を務めてい
ます。電気を消してキャンド
ルを灯し、ゆっくりと時間を
過ごそうという１００万人のキ
ャンドルナイトの呼び掛け人
でもあります。

稲本　正さん
　伝統的な木工芸の匠の技の
伝承を目的に、岐阜県の飛騨
清見村に、オークビレッジを
創設。お椀から建物まで、日
本の樹木を生かした幅広い工
芸を展開しています。森を育
てる運動を積極的に展開し、
環境教育や育林運動にも力を
注いでいます。

　オオタカが生息する市野谷の森
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平成１９年１月１日（月曜日）　　　（　）６第１１２９号

流山子ども専用いじめホットラインを開設

０
０
０
ポ
ッ
ト
、
日
々
草

１
万
ポ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー
デ

ー
ジ
ー
１
万
ポ
ッ
ト
を
出

荷
し
て
い
る
。
市
場
の
評

価
も
高
い
。
シ
ク
ラ
メ
ン

は
、
す
べ
て
庭
先
で
直
売

し
て
い
る
と
い
う
。

　

当
主
、海
老
原
義
雄
は
、

駒
木
台
の
大
農
、
村
越
新

一
の
三
男
。
野
田
高
校
を

卒
業
し
て
、
国
鉄
の
新
小

岩
機
関
区
で
機
関
助
手
を

し
て
い
た
昭
和　

年
、
加

４３

台
の
豪
農
、
海
老
原
元
二

郎
の
長
女
、
弘
子
と
結
ば

れ
、海
老
原
家
に
入
っ
た
。

　

弘
子
は
、
東
葛
高
校
農

業
科
を
卒
業
。父
・
元
二
郎

が
昭
和　

年
、
流
山
市
議

３０

会
議
員
に
な
り
、
公
職
に

忙
殺
さ
れ
て
か
ら
は
、
母

・
や
す
と
二
人
で
、
田
畑

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。

　

義
雄
は
語
る
。｢  

私
は
、 

最
初
か
ら
、
普
通
の
農
業

を
や
る
体
力
に
自
信
が
な

か
っ
た
の
で
、
花
作
り
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
東

葛
高
校
農
業
科
を
出
て
馬

橋
で
花
卉
栽
培
を
し
て
い

た
平
野
喜
代
次
さ
ん
に
、 

鉢
花
作
り
を
一
か
ら
指
導

し
て
も
ら
い
、
２
０
０
万

円
を
借
り
入
れ
て
、　

坪
３０

の
木
造
の
温
室
を
２
棟
作

っ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
昭
和　

年
３
月
。　

月

４６

１２

に
福
島
県
平
市
に
シ
ク
ラ

メ
ン
の
苗
２
０
０
０
本
を

車
で
取
り
に
行
き
、
正
月

に
１
回
目
の
移
植
。
４
月

に
４
寸
鉢
に
鉢
上
げ
し
て
、

６
月
に
５
寸
鉢
へ
移
し
た
。

弘
子
は
、
花
は
全
く
の
素

人
で
し
た
か
ら
、
二
人
と

も
２
０
０
０
本
の
苗
を
前

｣

に
し
て
必
死
で
し
た 
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
種
を

播
い
て
か
ら
出
荷
す
る
ま

で
１
年
４
カ
月
か
か
る
。 

そ
の
作
業
を
最
初
は
、
見

よ
う
見
真
似
で
や
っ
た
。 

　

記
者
が
、
昭
和　

年
、 

５５

海
老
原
園
芸
を
訪
れ
た
時
、

長
男
・
寛
は
、
小
学
校
５

年
生
で
あ
っ
た
が
、
東
京

農
大
農
学
部
を
卒
業
。
現

在
、
父
の
片
腕
と
し
て
働

い
て
い
る
。文

／
山
本
文
男

相談あんない（１月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
１５日・２２日・２９日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
今月は開催しません
　
④登記相談（予約制）
１０日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
１５日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１７日（１３：００～１６：３０）
　
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
１０日（１０：００～１２：００）
１９日（１３：００～１６：００）
　※１０日は老人福祉センタ
ーで出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２４日（１３：００～１６：００）
　□問 同相談室�７１５８－１６１６

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　

療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２８日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

心の相談（予約制）
１５日・２２日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
１４日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
２６日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

　
年金相談（予約制）
１２日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０

し
て
そ
の
事
実
を
確
認
し

て
い
る
も
の
。
な
お
、
起

こ
っ
た
場
所
は
学
校
の
内

外
を
問
わ
な
い
も
の
と
す

る
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
庁
で
は
、
青

少
年
の
い
じ
め
を
「
身
体

に
対
す
る
物
理
的
攻
撃
ま

た
は
言
動
に
よ
る
脅
し
、 

嫌
が
ら
せ
、
無
視
等
の
心

理
的
圧
迫
を
反
復
継
続
し

て
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、 

苦
痛
を
与
え
る
こ
と
を
い

う
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
本

人
が
い
じ
め
ら
れ
た
と
感

じ
た
も
の
は
、
い
じ
め
で

あ
る
」
と
し
て
、
い
じ
め

の
な
い
街
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
つ
ら
い

こ
と
や
嫌
な
こ
と
、困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
「
ひ
と

り
で
悩
ま
な
い
で
」
と
、 

毎
日　

時
か
ら　

時
ま
で

１３

２１

（　

時
以
降
は
携
帯
電
話

２１
に
転
送
し
、
で
き
る
限
り

対
応
し
ま
す
）
専
門
の
相

談
員
が
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
流
山
子
ど
も
専

用
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
こ
の
他
に

も
不
登
校
な
ど
の
ご
相
談

に
応
じ
る
教
育
相
談
（
�

７
１
５
０
―
８
３
９
０
）

や
子
ど
も
と
家
庭
問
題
な

ど
の
ご
相
談
に
応
じ
る
家

庭
教
育
相
談
（
�
７
１
５

８
―
４
１
４
４
）、
問
題 

行
動
な
ど
の
青
少
年
問
題

の
ご
相
談
に
応
じ
る
青
少

年
指
導
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
�
７
１
５
８
―
７
８
３

０
）、入
学
に
当
た
っ
て
の

教
育
相
談
や
学
校
に
お
け

る
子
育
て
相
談
に
応
じ
る

指
導
課
（
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５
）
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
は
、
い
じ

め
問
題
を
中
心
に
夜
間
に

も
、
子
ど
も
自
身
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
る
た
め
新

た
に
設
置
す
る
も
の
で 

す
。

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

１
月
５
日
か
ら
「
流
山
子

ど
も
専
用
い
じ
め
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
�
７
１
５
０
―

８
０
５
５
）」を
開
設
し
ま

す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
い

じ
め
の
調
査
に
当
た
っ
て
、

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
を 

「
自
分
よ
り
弱
い
も
の
に

対
し
て
一
方
的
に
、
身
体

的
、
心
理
的
な
攻
撃
を
継

続
的
に
加
え
、
相
手
が
深

刻
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
学
校
と

　

流
山
で
一
番
最
初
に
シ

ク
ラ
メ
ン
の
花
卉（
か
き
）

栽
培
を
始
め
た
の
は
、
加

台
の
海
老
原
義
雄
・
弘
子

夫
妻
。

　

文
化
会
館
横
の
坂
道
を

上
が
っ
た
台
地
の
一
角
。 

１
２
０
０
坪
の
農
場
に
、 

１
７
０
坪
か
ら　

坪
ま
で
、

３０

大
小
８
棟
の
鉄
骨
ア
ル
ミ

の
温
室
が
立
ち
並
ぶ
。
海

老
原
園
芸
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
年
間
、
シ
ク
ラ

メ
ン
１
万
鉢
、
ラ
ナ
ン
キ

ュ
ラ
ス
４
５
０
０
鉢
、
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ヤ
２
０
０

０
鉢
、
ミ
ニ
バ
ラ
４
０
０

０
鉢
、
ク
ン
シ
ラ
ン
１
５

０
０
鉢
、
パ
ン
ジ
ー
６
０

０
０
ポ
ッ
ト
、
ビ
オ
ラ
２

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（２２）�

流
山
の
花
卉
栽
培
事
始
め�

か 

　
き�

　

温
室
の
前
で
、前
列
左 

か
ら
、弘
子
さ
ん
、孫
の
里

美
さ
ん
。後
列
左
か
ら
孫
の

宏
美
さ
ん
、義
雄
さ
ん
、寛

さ
ん
と
妻
の
真
由
美
さ
ん

　

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
流
山
部
会
（
米
山
孝

平
部
会
長
）は
、昨
年　

月
１２

　

日
、
南
流
山
小
学
校
で

１３人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た

＝
写
真
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も

の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ

う
「
い
じ
め
」
な
ど
の
問

題
を
、
自
分
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
気
が
付
か
な
い
う
ち

に
当
事
者
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う

啓
発
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
、

児
童
た
ち
が
話
し
合
い
、 

人
権
擁
護
委
員
の
話
を
聞

く
と
い
う
教
室
で
す
。
ま

た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、 

市
内
の
全
小
・
中
学
生
に

「
子
ど
も
人
権
一
一
〇
番

（
�
０
５
７
０
―
０
７
０

―
１
１
０
）」の
カ
ー
ド
を

配
布
し
ま
し
た
。

�
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

人
権
教
室
で

人
権
教
室
で

い
じ
め
を
考
え
る

　
　

い
じ
め
を
考
え
る

　

い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
児
童
・
生
徒
が
自
ら
そ

の
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
依
然
と
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
教
育
委

員
会
な
ど
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
社
会
一
般
に
対
し
て
い

じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
防
止
を
強
く
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
不
安
や
悩
み
を
受
け
止

め
る
相
談
窓
口
と
し
て
流
山
子
ど
も
専
用
い
じ
め
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

専
門
の
相
談
員
が
夜
間
も
待
機

専
門
の
相
談
員
が
夜
間
も
待
機

５日から�７１５０―８０５５
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第１１２９号（　）　　　平成１９年１月１日（月曜日）７

★印のあるものは市主催のものです 

　

歳
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

歳
か
ら
ス
タ
ー
ト

２０２０

国
民
年
金

国
民
年
金　

�
　

★
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
の
た
め
の
体
力
ア
ッ
プ

講
習
会
（
全　

回
）

１０

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
〜

１３

３
月　

日
の
毎
週
土
曜
▽

１７

時
間
＝　

時　

分
〜　

時

１０

１５

１１

　

分
▽
場
所
＝
市
民
総
合

３０体
育
館
▽
定
員
＝　

人 
５０

（
先
着
順
）
※
た
だ
し
、

春
期
コ
ー
ス
、
秋
期
コ
ー

ス
に
参
加
し
て
い
な
い
方

を
優
先
し
ま
す
▽
内
容
＝

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
運
動
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
、
水
筒
▽
申

し
込
み
＝
１
月
５
日
８
時

　

分
か
ら
電
話
で
生
涯
学

３０習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

（
月
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２
・
�
７
１
５
９

―
１
２
１
２

　

★
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ブ
「
万
華
鏡
を
つ
く

っ
て
み
よ
う
」

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

２７

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１３

１５

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

講
座
・
講
演

市
内
小
学
生
／　

人
（
先

２０

着
順
）
▽
講
師
＝
山
川
幸

子
さ
ん
（
サ
イ
エ
ン
ス
夢

工
房
講
師
）
▽
参
加
費
＝

３
０
０
円
（
材
料
代
）
▽

持
ち
物
＝
は
さ
み
、
セ
ロ

テ
ー
プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
芯
、
ビ
ー
ズ
、

シ
ー
ル
▽
申
し
込
み
＝
１

月
４
日
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
講
座

名
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
明
記
）
で
文
化
会
館

へ
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
� 

２９

・　

日
�
･　

日
�
▽
時

３０

３１

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１４

１６

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

１８容
＝
パ
ソ
コ
ン
入
力
操
作

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検

索
ま
で
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
１
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
２
月
５
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
定
員
＝　

人
（
多

１５

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
持
ち
物
＝
古
バ
ス
タ

オ
ル
、
は
さ
み
、
昼
食
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、
１
月　
１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
流
山
市

下
花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

や
さ
し
い
英
語
講
座（
指

定
管
理
者
主
催
）

　

▽
期
日
＝
１
月　

日
〜

１６

３
月　

日
の
毎
週
火
曜
▽

２０

時
間
＝　

時
〜　

時
▽
場

１０

１２

所
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
＝　

人（
先
着
順
）

２０

▽
内
容
＝
英
会
話
を
含
む

初
心
者
向
け
英
語
講
座
▽

参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）
▽
申
し

込
み
＝
１
月
４
日
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
）
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９

�
　

第　

回
東
葛
飾
地
方
中

６０

学
校
駅
伝
競
走
大
会
写
真

展
　

▽
期
間
＝
１
月　

日
�

１５

〜　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１９
〜　

時
▽
場
所
＝
市
役
所

１７
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容

＝
平
成　

年　

月　

日
に

１８

１０

１４

行
わ
れ
た
同
駅
伝
競
走
大

会
の
写
真
展
示
▽
入
場
料

＝
無
料

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

�
　

第
３
回
政
令
指
定
都
市

問
題
研
究
会

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

１６

　

時
〜
▽
場
所
＝
松
戸
市

１４役
所
議
会
棟
※
当
日　

時
１３

　

分
か
ら
会
場
で
傍
聴
受

３０け
付
け
（
先
着　

人
）

２０

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

★
新
春
豚
汁
と
み
ん
な

で
走
ろ
う
会

　

▽
日
時
＝
１
月
７
日
�

８
時
〜　

時
（
受
け
付
け

１０

は
７
時　

分
〜
８
時
）
※

４０

雨
天
中
止
▽
場
所
＝
東
深

井
地
区
公
園
▽
内
容
＝
２

キ
ロ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
体

力
ア
ッ
プ
運
動
、
コ
ー
ス

別
ウ
オ
ー
ク
・
ジ
ョ
グ
な

ど
※
終
了
後
、
み
ん
な
で

豚
汁
を
食
べ
ま
す
▽
参
加

費
＝
２
０
０
円
▽
持
ち
物

展　
　

示

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

＝
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
水

筒
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　

選
挙
啓
発
の
書
き
初
め

募
集

　

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
と
市

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
市
内
小
・
中
学
生

を
対
象
に
「
選
挙
啓
発
書

き
初
め
」を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
大
き
さ
＝
①
小
学
生

（
縦　

㎝
×
横　

・
５
㎝
）

８３

２１

②
中
学
生
（
縦
１
３
０
㎝

×
横　

㎝
）
▽
テ
ー
マ
＝

３６

小
学
１
年
生
…
ゆ
め
／
同

２
年
生
…
せ
い
け
つ
／
同

３
年
生
…
白
ば
ら
／
同
４

年
生
…
正
し
い
一
票
／
同

５
年
生
…
大
き
な
期
待
／

同
６
年
生
…
明
る
い
選
挙

／
中
学
１
年
生
…
投
票
参

加
／
同
２
年
生
…
国
民
主

権
／
同
３
年
生
…
民
主
政

治
▽
応
募
方
法
＝
作
品
に

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を

記
入
の
上
、
学
校
ご
と
に

応
募
者
名
簿
を
添
え
て
、

１
月　

日
ま
で
に
市
選
挙

１２

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
※

応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
▽
賞
＝
入
賞
者
に

賞
状
と
副
賞
、
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
▽
作
品
の
展

示
＝
２
月
３
日
�
か
ら
８

日
�
ま
で
、
入
賞
作
品
の

一
部
を
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
流
山
店
に
展
示

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　

歳
に
な
る
と
、
成
人

２０
と
し
て
多
く
の
権
利
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
同
時

に
義
務
も
発
生
し
ま
す
。

　

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
の

２０誰
も
が
加
入
す
る
国
民
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　

人
生　

年
時
代
。
わ
た

８０

し
た
ち
は
、
世
界
で
一
番

の
長
寿
国
に
住
ん
で
い
ま

す
。
長
生
き
で
き
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
自
分
の
一

生
を
長
い
目
で
み
た
人
生

計
画
も
大
切
な
も
の
に
な

っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
運
営
す
る
公
的

年
金
制
度
で
す
。
老
後
の

生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気

や
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
時
に
も
支
え
に
な
り
ま

す
。「　

年
も
先
の
こ
と
な

４０

ん
て
…
」
と
思
う
で
し
ょ

う
が
、
若
い
あ
な
た
も
必

ず
老
年
を
迎
え
る
日
が
来

ま
す
。　

歳
に
な
っ
た
ら
、

２０

社
会
の
一
員
と
し
て
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

手
続
き
は
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
出
張
所
へ
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
付
で
き
ま
す

　

現
在
、
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
３
８
６

０
円
で
す
。
全
国
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
方
は
、

保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予

制
度
、
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
１
１
０

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間１月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２５日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００２２日ＨＩＶ抗体検査
１３：３０～１５：００１８日女性のための健康相談
１４：００～１６：００５日・１６日・２２日心の健康相談
１４：００～１６：００１５日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００９日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１１日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（１月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
１２日・２６日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１９日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２９日　保健センター
※平成１７年１２月～平成１８年３月
生まれの乳児対象。歯と食生
活の指導と試食

もぐもぐ教室（予約制）
２５日　南流山センター
２６日　保健センター
※４～５カ月児の離乳食指導
　
育児相談
１６日　保健センター
３１日　南流山福祉会館
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の乳
児対象（その兄姉も相談可）
　

健康診査
①３カ月児…２３日・２４日
（平成１８年９月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…１７日・１８日
（平成１７年６月生まれの幼児対象）
③３歳児…９日・１０日
（平成１５年１０月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

むし歯予防教室（予約制）
１５日・２２日・３０日　保健センター
※２歳２カ月児対象（３０日は１・２
回参加の幼児対象）。１歳６カ月
児健康診査時に申し込みを

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
コスモスの会
今月は開催しません

市市市市市市市市市市 議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会市議会
第４回定例会終わる
　
　市議会第４回定例会が、昨年１１
月３０日から１２月１８日まで開かれ、
平成１８年度の一般会計および特別
会計の補正予算など、２１議案が可
決され、第２庁舎建替工事の請負
契約の締結と、これに伴う補正予
算の２議案が否決となり、閉会し
ました。

感染性胃腸炎（ノロウイルス）がはやっています。手洗い、うがい
を徹底しましょう。□問 保健センター�７１５４－０３３１
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平成１９年１月１日（月曜日）　　　（　）８第１１２９号
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日　程・催し物会　場
４日�・５日�　チャレンジ大会
１３日�・２０日�・２７日�　らくらくクラフト

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

１３日�　みんなで作ろう楽しい工作
２７日�　ジャンボカルタ大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

９日�　ドッジボール大会
１３日�　卓球大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

１６日�～２２日�　シュート棒作り
２２日�・２９日�　おはなしの日

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

５日�　ジャンボカルタ大会
２２日�　ママとベビーの体操

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

５日�　福笑い大会
２９日�　わらべうたであそぼう

野々下児童センター
�７１４５－９５００

９日�　凧作り
１３日�　ドッジボール大会

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１２日�　おたのしみ会
２３日�　親子で遊ぼう（駒木台児童館）

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター１月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
�����������������������������
乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（１月）１月） 

【子 育 て サ ロ ン】
　▽期日／内容＝①１２日�／つくってあそぼ（おうちの中で遊
べる簡単工作をみんなで作ります)②１９日�／お琴と尺八はどん
な音色？（ミニミニコンサート）③２６日�／わらべうたであそ
ぼうよ▽時間＝１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館※参加費無料、
申し込み不要

【中央ひだまりサロン】
　▽期日＝９日・１６日・２３日・３０日の火曜▽時間＝１０時３０分～
１２時▽場所＝文化会館▽内容＝保育ボランティアグループ｢ひ
だまり｣のメンバーとの遊びやおしゃべりなど※参加費無料、
申し込み不要

【 南流山ひだまりサロン 】
　▽日時＝１８日�１０時３０分～１２時▽場所＝南流山福祉会館▽内
容＝｢ひだまりルーム｣と同じ※参加費無料、申し込み不要
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　

今
、
厚
生
労
働
省
で
は

「
８
０
２
０
運
動
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、　

歳
に
な
っ

８０

た
時
に
、
ご
自
分
の
歯
が

　

本
以
上
残
っ
て
い
る
よ

２０う
に
と
い
う
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
が
達
成
で
き

な
い
原
因
、
つ
ま
り
歯
を

失
う
原
因
は
主
に
２
つ
あ

り
ま
す
。
む
し
歯
と
歯
周

病
で
す
。
む
し
歯
は
、
主

に
甘
い
も
の
の
と
り
過
ぎ

に
よ
り
、
歯
に
穴
が
あ
い

て
破
壊
さ
れ
て
い
く
も
の

で
す
が
、
一
度
穴
が
あ
い

て
し
ま
う
と
歯
科
医
に
か

か
っ
て
も
元
通
り
に
な
る

も
の
で
は
な
く
、
失
わ
れ

た
部
分
を
金
属
や
陶
材
等

の
代
用
品
で
補
う
と
い
う

治
療
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
、
予
防
が
と
て
も
大
切

で
す
。
現
在
は
、
妊
婦
さ

ん
の
検
診
を
は
じ
め
１
歳

半
、
３
歳
児
健
診
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
で
の
徹
底

し
た
健
診
の
普
及
に
よ
り
、

む
し
歯
は
減
少
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
歯
を
失
う

原
因
は
歯
周
病
で
す
。
こ

れ
は
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き

の
病
気
で
す
。
歯
は
何
で

も
な
く
て
も
歯
肉
や
歯
周

組
織
に
炎
症
が
起
こ
り
、

進
行
す
る
と
歯
が
ぐ
ら
ぐ

ら
に
な
り
、
や
が
て
は
抜

け
て
し
ま
う
も
の
で
、
近

年
で
は
糖
尿
病
を
は
じ
め

全
身
疾
患
と
の
関
連
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
思

春
期
以
後
の
発
病
が
多
く
、

は
じ
め
は
、
ほ
と
ん
ど
無

症
状
に
進
行
す
る
の
で
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
に
は
定
期
的
な
検
診

が
不
可
欠
で
す
。

　

現
在
、
流
山
市
で
は
妊

婦
さ
ん
と　

歳
以
上
の
市

４０

民
の
方
を
対
象
に
、
歯
周

疾
患
検
診
を
通
年
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
近
く
の
指
定
医
療
機
関

で
の
定
期
的
な
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
こ
と

は
、
食
後
は
お
口
の
中
を

い
つ
も
清
潔
に
保
つ
こ
と

で
す
。
皆
様
の
大
切
な
歯

は
、
ス
プ
ー
ン
や
箸
と
同

じ
よ
う
に
食
器
と
考
え
て
、

毎
食
後
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

で
清
潔
を
保
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
が
「
８
０
２
０
」

を
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、

我
々
歯
科
医
師
は
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

文
／
亀
田　

健

医療の現場から
Vol.２３

　一生自分の歯で食べよう
流山市歯科医師会ホームページ
http://nagareyama.cda.or.jp
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新
春
イ
ベ
ン
ト
情
報

成
人
式
、消
防
出
初
式
、た
こ
あ
げ
大
会
な
ど

市民ギャラリー　今月の展示

【四季の花々展　９日�～12日�】
　「黎明」をテーマに、流山市文化協会華道部の作
品を展示します。
　　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

　

歳
を
祝
う
つ
ど
い

２０

８
日
、
文
化
会
館
で

　

成
人
を
迎
え
る
若
者
の

門
出
を
祝
う
成
人
式
「　
２０

歳
を
祝
う
つ
ど
い
」
を
、

１
月
８
日
に
文
化
会
館
で

開
催
し
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
を
迎
え
る

方
は
、
昭
和　

年
４
月
２

６１

日
か
ら
同　

年
４
月
１
日

６２

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

市
内
で
は
１
６
３
６
人
が

該
当
と
な
り
ま
す
。
当
日

は
、
参
加
者
全
員
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
方

に
は
、
す
で
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
し
た
が
、
届
い

て
い
な
い
方
や
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
方
も
出
席
で
き

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
１
月
８
日
�

　

時　

分
〜
（
受
け
付
け

１０

３０

は　

時
〜
）
▽
場
所
＝
文

１０

化
会
館
※
会
場
は
駐
車
場

が
狭
い
の
で
、
車
で
の
来

場
は
で
き
る
限
り
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

市
販
の
た
こ
、
手
作
り

だ
こ
の
ど
ち
ら
で
も
参
加

で
き
、
た
こ
の
あ
が
り
具

合
や
出
来
具
合
を
競
い
ま

す
。

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

１４

　

時
〜
※
悪
天
候
の
場
合

１０は　

日
�
に
順
延
▽
場
所

２１
＝
江
戸
川
河
川
敷
野
球
場

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の
親

子
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

親
子
た
こ
あ
げ
大
会

（
流
山
市
青
少
年
育
成
会

議
主
催
）
が
、
１
月　

日
１４

に
江
戸
川
河
川
敷
で
開
か

れ
ま
す
。

　

消
防
の
事
始
め
を
祝
う

新
春
恒
例
の
「
消
防
出
初

式
」
が
、
１
月　

日
に
文

１３

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
消
防
職
員

や
消
防
団
員
な
ど
、
関
係

者
約
６
０
０
人
と
消
防
車

両
約　

台
が
参
加
を
予
定

３０

し
て
い
ま
す
。

　

消
防
業
務
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
屋
外
で
の
消

防
訓
練
の
演
技
も
披
露
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、消
防
本
部
で
は
、

当
日
午
前
７
時
、
市
内
一

斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し 

「
火
災
予
防
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

火
災
発
生
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
１
月　

日
�

１３

９
時　

分
〜
※
消
防
訓
練

３０

の
演
技
は　

時
ご
ろ
〜
▽

１１

場
所
＝
文
化
会
館

　

□問
 

消
防
総
務
課
�
７
１

５
８
―
０
２
９
９

消
防
出
初
式　

日
に
、
文
化
会
館
で

１３

親
子
た
こ
あ
げ
大
会

　

日
、
江
戸
川
河
川
敷
で

１４

市指定無形民俗文化財
ヂンガラ餅行事

　▽日時＝１月７日�１３時～１５時（予
定）▽場所＝茂侶神社（三輪野山）

鰭ケ崎おびしゃ行事

　▽日時＝１月２０日�１５時～１７時（予定）▽
場所＝雷神社（鰭ケ崎）

　東葛五市長新春に語る「安全で安心なまちづくり」
��������������
��������������
２日１０時から千葉テレビで

　明日２日�午前１０時から１１時まで
ＵＨＦ千葉テレビで「東葛五市長
新春に語る～安全で安心なまちづ
くり」が放送される予定です。昨
年１２月に生涯学習センターや市民総合体育館、流山
おおたかの森駅などでの撮影も行われました。ぜひ、
ご覧ください。

※見学は地元の方の迷惑にならないよう、マナーを守ってください
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